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安全管理と生産性向上
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シーズの概要

シーズの概要
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① スマートフォンを用いて屋内外で作業員の位置を検知し地図上で管理
（屋外はGPS、屋内はBLEビーコンを利用）

② スマートフォンやウェアラブルカメラで撮影した映像をリアルタイムに事務所と共有
③ 汎用IoTタグを用いて電波の届かない空間で作業者の位置を収集

①スマートフォンを用いた屋内外の作業員位置管理



シーズの概要
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②スマートフォンやウェアラブルカメラの映像共有

スマートフォン

ウェエアラブル
カメラ

事務所

作業現場



シーズの概要
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③汎用ＩｏＴタグを用いた電波の届かない空間での位置情報収集

通信は無線のため､通信ケーブルの敷設が不要｡
ルータ電源としてモバイルバッテリーを使用すると､電源ケーブ
ルの敷設も不要｡

ケーブル敷設
不要

工事の進捗に合わせてルータを設置するだけ｡よって､専門工
事業者の手配･作業は不要｡現場職員や作業員によるシステ
ム運用が可能｡

機器設置
簡単

ネットワーク
自動構築

ルータ同士が自動的にネットワークを構築｡あるルータが故障
した場合､自動的に故障したルータを飛ばし近接するルータに
情報を転送する｡

作業員や機械に装着｡電
波を定期的に発信｡加速
度センサー内蔵のため装
着対象の動き検知も可｡

タグ (25×25×10mm)

位置を把握する区画ごと
に設置｡タグの電波を受信
しパソコンまで情報を送信
する｡

ルータ

ルータが送信したタグの情
報をルータ親機で受信し､
画面に表示する｡

ルータ
親機
↓

パソコン+ルータ親機

ルータ ルータ

タグ

1. 区画ごとにルータを設置, 位置把握対象の作業員にタグを装着
2. タグの電波強度情報を各ルータで受信
3. 最も強い電波を受信したルータ設置区画に作業員がいると判定



想定しているニーズ対するシーズの活用（案）
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① 有事に作業員がどこにいるかを迅速に知りたい。
② 重機と作業員が近接したときに警告が出るようにしたい。
③ トンネルでの入坑管理を正確・効率的に行いたい。

安全管理

製鉄所の原料ヤードにおける活用例

①有事に作業員がどこにいる
かを迅速に知りたい

⇒作業者の位置がリアルタイ
ムに地図上で分かる！
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想定しているニーズ対するシーズの活用（案）

現場ではスマートフォンへ
警告メッセージ

事務所では地図上のシンボルが
警告表示

板谷

ST2

製鉄所の原料ヤードにおける活用例

②重機と作業員が接近したと
きに警告が出るようにしたい
⇒作業者と事務所両方で警
告を受け取ることができる！
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想定しているニーズ対するシーズの活用（案）

タグ（加速度セ
ンサ付）を作業
員が携帯

現場 事務所

無線でつながるルータを
トンネルに設置します。

トンネルが拡張さ
れたらルータを追
加します。

トンネルのどの位置に作業員
がいるかリアルタイムに把握で
きます。

画面イメージ

トンネルにおける活用例

③トンネルでの入坑管理を正
確・効率的に行いたい

⇒入坑管理だけでなく、トンネル
内の作業員位置管理も可能！
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想定しているニーズ対するシーズの活用（案）

①映像共有による遠隔地からの作業支援、作業状況確認を行
いたい。

作業効率
向上

①映像共有による遠隔地からの
作業支援、作業状況確認を行い
たい

⇒現場の映像を事務所と共有す
ることにより作業指示が可能！

製鉄所の原料ヤードにおける活用例



現場導入による効果
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• 原料ヤードにおける重機操作の安全確認がやり易くなった。
• 映像共有により現場の状況を伝えやすくなった。製鉄所

• 屋内外の作業員の位置がリアルタイムに分かることで有事の
際の対策が取れるようになった。電力会社

• トンネルの入坑管理が自動でできるようになった。
• 作業員の作業場所が分かることで作業状況が分かりやすく
なった。

建設
会社



現場導入にあたっての課題
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当該技術を現場導入
する上での課題等

屋内外共に位置測位精度の問題で
細かい接近検知（小型～中型重機と
作業員の接近など）には活用できな
い。

今後の技術の発展性等

高精度ＧＰＳ（RTK-GNNSなど）の活用

や高精度屋内位置測位技術（磁気情
報、ＰＤＲ、ＵＷＢの活用など）の活用
を取り入れることでより高精度な位置
測位を可能とする。（現在検証中）

位置・映像情報だけでなく作業員の
状態を把握したい、それらの情報を
分析して作業を効率化したいという追
加要望がある。

バイタルセンサと連携することで、作
業員の健康状態を把握し、現場作業
の安全管理を支援する。（検討中）

加速度センサ・ジャイロセンサ・磁気
センサを組み合わせて作業者の行動
状況（歩く、走る、止まる、しゃがむ、
倒れるなど）を検知して共有できるよ
うにする。（検討中）

これらの情報をＡＩツールで分析する
ことで作業効率向上や健康に対する
予兆ができるようにする（検討中）


